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福島県の林業

福島県より

平成19年(2007年)の樹種別素材生産量 千m3



東日本の放射性セシウム汚染状況

• 東日本を中心に広範囲に拡散
～300 km

• 分布の要因：地形や気象条件

• 特に福島、栃木、群馬、茨城
～10万ベクレル/m2

文部科学省航空機モニタリングより

250km



森林内の放射性Cs分布調査地点

川内

大玉

福島第一原発会津



調査林分（森林タイプ・林齢・調査年月日)

スギ人工林 42年生
2012.8.1‐8

アカマツ落葉広葉樹混交林

43年生 2012.8.1‐8
アカマツ落葉広葉樹混交林

43年生 2012.8.1‐8

スギ人工林 41年生
2012.9.3‐4

スギ人工林 43年生
2012.8.6‐7、8.22‐29

Tadami
Oｔama

Kawauchi

TEPCO

大玉アカマツ 大玉スギ 大玉コナラ

只見スギ
川内スギ



各試験地における調査内容

・ 成長量調査

・ 空間線量率調査

・ 堆積有機物と土壌サンプリング

土壌(0-5cm) 土壌(0-20cm) 

Plot Sampling

プロットの近傍に生育する
樹木3本を伐倒し、葉・枝・樹
皮・辺材・心材をサンプリン
グ

川内0.16ha(20×80m)

大玉0.24ha(30×80m)

只見0.21ha(30×70m)

大玉アカマツの例
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空間線量率（昨年との比較）
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2012/2011   104% 90%  91% 93%  97% 2012/2011 101%  93%  91% 92% 111%

放射性セシウムの半減期から予測される低減（昨年比79％）に比
べて、空間線量率の下がり方は小さい
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森林内の放射性セシウム分布の変化
スギ3林分の比較
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部位別放射性セシウム濃度の変化 スギ3林分の比較
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森林内の放射性セシウム分布の変化
森林タイプ間の比較
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部位別放射性セシウム濃度の変化：森林タイプ間の比較
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セシウム濃度と空間線量率

13

部位ごとのセシウム濃度は空間線量率と比例関係
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森林除染の課題



落葉の除去



除去範囲と空間線量率の関係
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線量率の低下割合 （広葉樹林）

0.95 -1.05 

0.85 -0.95 
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平均87% 平均72%



林野庁プレスリリース 森林における放射性物質の拡散防止技術検証・開発事業の結果について 平成25年8月 より
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まとめ

• 2011年と2012年では森林内の放射性Cs分布
は大きく変化。今後の変化も注視。

• 樹木のCs吸収と木材への移行予測が課題

• 除染範囲の再検討と除去物の扱い

• 長期的な森林のモニタリングと安全確認

• 森林の管理計画が必要
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